
山
中
城
跡
と
和
田
氏

　
山
中
城
跡
は
�
高
谷
川
を
望
む
台
地
の

先
端
部
に
造
ら
れ
た
戦
国
時
代
の
城
郭
で
�

土
塁
や
空
堀
の
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
�

徳
蔵
寺
の
あ
る
谷
を
挟
ん
で
北
側
の
台
地

を
山
中
北
城
跡
と
呼
び
�
城
内
に
稲
荷
神

社
が
あ
り
ま
す
�
一
方
�
谷
の
南
側
の
台

地
が
�
山
中
南
城
跡
で
八
幡
神
社
が
あ
り
�

神
社
の
後
ろ
に
あ
る
塚
は
�
城
主
和
田
氏

の
墳
墓
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
�
城
跡
周

辺
に
は
�﹁
登と

じ
ょ
う城
﹂﹁
新に

い
ぼ
り堀
﹂﹁
根
古
屋
﹂
と

い
�
た
城
郭
に
関
連
す
る
地
名
も
見
ら
れ

ま
す
�

　
山
中
城
主
で
あ
�
た
和
田
氏
は
�
鎌
倉

時
代
に
千
葉
一
族
の
神
崎
師
時
の
四
男
師

長
が
香
取
郡
宮
和
田
︵
神
崎
町
︶
を
領
し

た
こ
と
に
始
ま
る
と
さ
れ
�
そ
の
後
�
永

正
２
年
︵
１
５
０
５
︶
に
は
�
千
葉
氏
の

家
臣
団
と
し
て
名
前
が
見
ら
れ
ま
す
�
　

和
田
氏
が
山
中
城
主
と
な
�
た
時
期
は
不

明
で
す
が
�﹃
山
室
譜
伝
記
﹄
に
は
�
山
中
・

高
田
・
新
井
田
・
芝
山
・
宮
崎
・
境
・
高
谷
・

殿
部
田
・
谷や

つ
だ
い台

︵
横
芝
光
町
︶・
牛
尾
・
船

越
︵
多
古
町
︶
を
所
領
と
し
�
城
主
の
和

田
胤
茂
は
�
公
津
城
︵
成
田
市
︶
の
千
葉

氏
の
娘
を
娶
�
て
い
た
と
あ
り
ま
す
�
ま

た
�
新
井
田
・
称
名
寺
の
阿
弥
陀
如
来
坐

像
は
�
胤
茂
が
子
息
の
病
気
平
癒
を
祈
願

し
て
作
ら
せ
た
仏
像
で
す
�

和
田
氏
の
戦
い

　
戦
国
時
代
の
芝
山
地
方
は
�
山
中
城
主

和
田
氏
の
他
�
飯
櫃
城
主
山
室
氏
�
大
台

城
主
井
田
氏
が
割
拠
し
�
政
略
的
な
縁
戚

関
係
を
持
ち
な
が
ら
�
周
辺
領
主
と
連
合

し
て
戦
�
て
い
ま
し
た
�
こ
れ
ら
の
諸
氏

は
�
本
佐
倉
城
︵
酒
々
井
町
︶
の
千
葉
氏

の
家
臣
団
で
し
た
が
�
戦
国
時
代
末
期
に

は
�
小
田
原
城
の
北
条
氏
が
千
葉
氏
領
へ

進
出
し
て
く
る
と
�
北
条
方
と
し
て
戦
い

に
駆
り
出
さ
れ
ま
し
た
�﹃
譜
伝
記
﹄
に
は
�

北
条
氏
と
敵
対
す
る
里
見
軍
が
大
台
城
と

山
中
城
を
攻
め
て
き
ま
し
た
が
�
井
田
・

和
田
の
連
合
軍
が
撃
退
し
�
里
見
軍
の
大

将
池
田
紀
伊
守
が
�
兵
が
敗
走
す
る
な
か

踏
み
と
ど
ま
り
�
八
尺
余
り
の
鉄
棒
を
持
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学
芸
員
　
奥
住
　
淳

❖ 

『
山
室
譜
伝
記
』
に
見
る
山
中
城
主
和
田
氏

山中南・北城跡周辺図（1/5,000）

�
て
打
ち
掛
か
�
て
き
た
と
こ
ろ
を
�
和

田
胤
茂
が
討
ち
取
�
た
と
記
し
て
い
ま
す

︵﹁
上
総
池
田
房
州
里
見
此
辺
の
城
を
責
る

事
﹂︶�

　
ま
た
�
天
正
15
年
︵
１
５
８
７
︶
に
北

条
氏
が
豊
臣
軍
の
侵
攻
に
備
え
る
た
め
�

井
田
氏
に
出
陣
の
際
の
兵
数
・
武
装
を
定

め
た
書
状
︵﹁
北
条
氏
政
軍
役
付
状
﹂﹃
井

田
文
書
﹄︶
に
は
�
和
田
左
衛
門
尉
︵
胤

茂
︶
に
対
し
て
馬
上
・
槍
持
の
武
者
や
弓
・

鉄
砲
の
足
軽
な
ど
30
人
の
兵
と
な
�
て
い

ま
す
�
こ
れ
は
�
総
勢

３
０
０
人
と
さ
れ
る
井
田

軍
の
中
で
は
�
最
大
の
兵

を
出
し
て
い
ま
す
�

　
そ
し
て
�
天
正
18
年
�

豊
臣
軍
は
小
田
原
城
を
包

囲
し
�
北
条
氏
は
領
国
内

の
兵
を
集
め
て
籠
城
し
ま

す
�
井
田
氏
や
和
田
氏
も

参
陣
し
籠
城
し
て
い
ま
し

た
が
�
北
条
氏
は
�
圧
倒

的
な
兵
力
の
豊
臣
軍
の
前

に
降
伏
し
滅
亡
し
ま
し
た
�

和
田
氏
の
そ
の
後

　﹃
譜
伝
記
﹄
は
�
北
条

氏
の
滅
亡
に
よ
り
�
所
領

を
失
い
帰
農
し
た
和
田
氏

の
そ
の
後
に
つ
い
て
も
記

し
て
い
ま
す
�
そ
れ
に
よ

れ
ば
�
和
田
胤
茂
は
�
北

条
方
だ
�
た
者
は
召
し
捕

ら
れ
る
と
の
話
を
聞
き
�
身
を
隠
す
と
こ

ろ
が
な
く
�
夜
に
銚
子
か
ら
奥
州
棚
倉
︵
福

島
県
棚
倉
町
︶
へ
落
ち
延
び
�
大
沢
の
長

福
寺
に
墓
が
あ
る
と
言
い
ま
す
�

　
た
だ
し
�
大
沢
と
い
う
地
名
は
�
棚
倉

町
の
東
隣
の
鮫
川
村
に
あ
り
ま
す
が
�
長

福
寺
と
い
う
寺
院
は
現
存
し
て
い
ま
せ
ん
�

ま
た
�
胤
茂
の
父
胤
富
は
�
常
陸
の
佐
竹

氏
家
中
に
身
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
が
�
山

中
に
戻
り
医
者
と
な
り
�
孫
娘
の
お
ふ
う

を
養
育
し
た
と
伝
え
て
い
ま
す
�
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好きな言葉
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Ｑ▶子どもの頃の思い出
Ａ▶ 毎週、母の実家に一人で泊まりに行って、いとこたちと
山菜採りをしたり、釣りをしたりして、野山を走りま
わっていました。

Ｑ▶教員を目指したきっかけ
Ａ▶  高３の夏に進路相談で迷っていたときに、中学校の担任
の先生に勧められたことがきっかけです。

Ｑ▶児童たちの魅力
Ａ▶ 何にでも興味を持ってやろうとするところと、素直で明
るいところが魅力です。

Ｑ▶挑戦してみたいこと
Ａ▶ いつか世界中のいろいろな場所を、自分の目で見て回り
たいと思っています。

☆☆笑顔がステキ！
☆勉強の教え方がわかりやすいよ。
☆いつも優しいけど、怒ったときはちょっとこわい。
☆チョコとプーさんが大好き。
☆趣味は読書なんだって。

　佐竹先生は、今年度山武市立蓮沼小学校より異
動してきました。勉強の教え方がとても上手で、
わかるまでていねいに教えてくれます。また、よ
い事はよい、いけない事はいけないときちんと指
導ができる先生です。先生方からの信頼が厚く、
どの先生方からも頼りにされています。私もいろ
いろ助けてもらいとても感謝しています。

教頭先生EYE

「一期一会」

　この仕事をしていると、たくさんの人に出会い
ます。今までに出会った人一人一人とのつながり
が、とても大切に思えるからです。

次回は東小学校「池間　泉」先生が登場

　三井アウトレットパーク木更津で、おともだち
のチーバくんのお誕生日をお祝いしてきたよ！ぼ
くのプレゼント、喜んでくれたかな？

　新成人のおにいさん、おねえさん、おめでとう
ございます！みんなキラキラしていて、とっても
素敵だったッコ！

１月12日　成人式 １月11日　チーバくんのお誕生日会

芝山小学校＜3年1組担任＞  　佐
さ た け

竹　敏
と し

代
よ

 先生
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